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した。電気泳動の試薬および器具は、インビトロジェン社の NuPAGE Novex プレキャストゲルシステムを用
いた。このシステムの利点はあらかじめ用意された種々のゲルと泳動バッファーを組み合わせることにより、
低分子から高分子までいろいろな分画範囲でタンパク質を分析することが可能であることである。今回、主
に用いた組み合わせは Tris-Acetate Gelと同 SDS泳動バッファ （ー高分子の分画）、Bis-Tris Gelと MOPS SDS
泳動バッファー（中分子用）または MES SDS泳動バッファー（低分子用）である。サンプルの調整は LDSと
還元剤の入ったサンプルバッファーを用いて、変性還元状態で行った。染色は検出感度の高い銀染色法
（SilverXpress Silver Staining Kit、インビトロジェン社）を用いた。 
まず試料調整の条件設定としてタンパク質の抽出条件や分画法を種々試してみた。ポリプとストロビラの
可溶性画分と不溶性画分（2009年度卒業研究）、Qproteome Cell Compartment Kit（QIAGEN社）による細胞
内局在による分画および Qproteom Nuclear Protein Kit（QIAGEN社）による核タンパク質分画（2010年度、
2011年度卒業研究）、AllPrep DNA/RNA/Protein Kit（QIAGEN社）による核酸とタンパク質の同時抽出（2011















































（15℃）を開始し、ストロビレーションをおこした個体から順次 20、15および 10 ℃の各インキュベーター
に移してその後の変化を観察した。図５A はストロビレーション開始後の飼育温度とエフィラが遊離するま
での期間との関係を表したものである。エフィラが出現するまでの期間は飼育温度が高いほど短く、20 ℃で







図 5Cは飼育温度と 1ポリプあたりのエフィラの出現数との関係を表したもので、10 ℃ではいくぶんエフ










































































図７． ストロビレーションにおける内部形態の変化（スケールバーは 100µm） 




















（Nu-PAGE 4-12% Bis-Tris Gel, MOPS Buffer） 
（A）可溶性画分 （B）不溶性画分 
１．アルテミア ２．ポリプ ３．前期ストロビラ ４．中期ストロビラ 














（Nu-PAGE 4-12% Bis-Tris Gel, MOPS Buffer） 
（A）細胞基質画分 （B）膜タンパク質画分 （C）核タンパク質画分 （D）細胞骨格画分 
１．アルテミア ２．ポリプ ３．前期ストロビラ ４．中期ストロビラ 
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 井上貴裕 ミズクラゲのストロビラ形成条件の検討 
○2009 年度 
 金子泰司 ヒドラの増殖と性分化に及ぼす温度と餌の影響 
 坂井正義 ミズクラゲのストロビレーションにおける形態的変化の観察 
 澤村勇人 ミズクラゲの世代交代に及ぼす温度の影響 
 原  和哉 ミズクラゲの世代交代に及ぼす温度の影響 
○2010 年度 
 加藤皓治 ミズクラゲのストロビレーションに及ぼす飼育温度の影響 
 蓮池裕之 ミズクラゲのストロビレーションに及ぼす飼育温度の影響 
 藤原勇輝 ミズクラゲのストロビレーションに及ぼす飼育温度の影響 







 楠島翔太 ミズクラゲのストロビレーションにおける内部タンパク質の変化 
   〜細胞内局在に基づく分画〜 
 坂田憲太郎 ミズクラゲのストロビレーションにおける内部タンパク質の変化 
   〜RNA とタンパク質の同時抽出〜 
 宮本歩実 ミズクラゲのストロビレーションにおける内部形態の変化 
 山口友理 ミズクラゲのストロビレーションにおける内部タンパク質の変化 
   〜可溶性タンパク質と不溶性タンパク質〜 
○2012 年度 
 仰 翔大 ミズクラゲのストロビレーションに伴う核タンパク質の変化 
 池本健人 ミズクラゲのエフィラ飼育とその成長に伴う形態変化 
 古城慎弥 ミズクラゲのエフィラ飼育とその成長に伴う内部タンパク質の変化 
 馬場大地 ミズクラゲのストロビレーションに伴う核タンパク質の変化 
○2013 年度 
 岡本 翔 ミズクラゲのメテフィラ飼育とその成長に伴う内部タンパク質の変化の研究 
 新良貴直耶 ミズクラゲのストロビレーションに伴う内部タンパク質の変化の研究 
 関戸悠貴 ミズクラゲのメテフィラ飼育とその成長に伴う内部タンパク質の変化の研究 
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Jelly Fish Aurelia aurita belongs to the phylum Cnidaria and is well known as the animal that alternates between sexual 
and asexual generation in its life cycle (metagenesis). Polyps are strong for starvation and change of temperature. If 
their breeding condition is best, they continue to proliferate semi-permanently by budding and the progeny produced by 
it have the same genotype, that is “clone”. For this reason, it is easy to make and maintain many strains that are pure 
genetically, as model animal. In addition, changing from asexual to sexual generation (strobiration) is induced easily by 
shifting breeding temperature from 20 ˚C to 15 ˚C artificially. However, its changing mechanism, the origin of germ cell 
and the determination of sex during sexual generation are still unclear. In this paper, we re-estimate the utilities of jelly 
fish Aurelia aurita as model animal for studies of developmental biology, and report about the establishment of 
fundamental experimental procedures with this jelly fish, the examination of detailed condition of strobilation inducing, 
the ovservation of morphogenetic changes and the investigation of changes of inner proteins during strobilation.  
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